
一
瞬
で
命
を
奪
う
土
砂
災
害

注目
topic　

毎
年
、
全
国
各
地
で
土
砂
災
害
に
よ
り

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害

危
険
箇
所
で
は
、
い
つ
災

害
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
防
災
マ
ッ
プ
な
ど

で
警
戒
区
域
な
ど
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
の
前
触
れ（
予
兆
）に
注
意
！

　

次
の
異
常
を
確
認
し
た
ら
、
避
難
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◉
土
石
流

•�

山
鳴
り
や
立
木
の
裂
け
る
音
、
石
の
ぶ

つ
か
り
合
う
音
が
聞
こ
え
る

•�

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水

位
が
下
が
る

•�

川
の
水
が
急
に
濁
り
流
木
が
混
ざ
り
始

め
る

•
腐
っ
た
土
の
に
お
い
が
す
る

◉
崖
崩
れ

•�

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。
沢
や
井

戸
の
水
が
濁
る

•
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

◉
地
滑
り

•�

崖
か
ら
の
水
が
濁
る
。
崖
に
亀
裂
が
入

る
•
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落
ち
て
く
る

※�

夜
中
も
し
く
は
雨
の
激
し
い
時
な
ど
は

無
理
に
避
難
せ
ず
、
山
斜
面
か
ら
離
れ
た

部
屋
や
２
階
の
部
屋
に
避
難
く
だ
さ
い

災
害
対
策
は
事
前
の
備
え
が
大
事

災
害
対
策
は
事
前
の
備
え
が
大
事

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
で
情
報
収
集

　

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
事
前
に

気
象
情
報
や
避
難
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ

う
。
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
は
、
雨
雲

レ
ー
ダ
ー
や
降
水
量
・
河
川
水
位
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
雨
の
降
り
方
や
河
川

水
位
の
上
昇
に
注
意
し
、
危
険
を
感
じ
た

ら
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ニ
ュ
ー
ス
・
防
災

ア
プ
リ
」
は
、
最
新
ニ
ュ
ー

ス
の
ほ
か
、
天
気
予
報
や
災

害
情
報
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

安
全
な
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う

　

避
難
所
ま
で
の
経
路
は
、
日
ご
ろ
か
ら

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
水
路

や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
危
険
な
場
所
を
避
け

た
経
路
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
家
族
で
共
有

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

避
難
す
る
時
は
動

き
や
す
い
格
好
で
、

１
人
で
は
な
く
複
数

人
で
行
動
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
家
族
や

親
族
に
避
難
先
を
伝

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　「防災の日」は、大正12年９月１日に起きた関東大震災の教訓と、この　「防災の日」は、大正12年９月１日に起きた関東大震災の教訓と、この
時期に多く発生する台風への注意喚起のため、昭和35年に定められました。時期に多く発生する台風への注意喚起のため、昭和35年に定められました。
　災害時の被害を最小限に抑えるためには、食料などの備蓄や地域住民で　災害時の被害を最小限に抑えるためには、食料などの備蓄や地域住民で
助け合う関係性の構築などに加えて、日ごろから災害の知識を学び、避難助け合う関係性の構築などに加えて、日ごろから災害の知識を学び、避難
場所や経路などを把握しておくことが大切です。場所や経路などを把握しておくことが大切です。
　「防災の日」を機に、災害に備えるにはどうしたらよいか、もう一度家族　「防災の日」を機に、災害に備えるにはどうしたらよいか、もう一度家族
で確認してみましょう。で確認してみましょう。

◎問い合わせ　危機管理課　☎23－2129◎問い合わせ　危機管理課　☎23－2129

９月１日は「防災の日」９月１日は「防災の日」

広報 都城 令和３年９月広報 都城 令和３年９月 1010



分
散
避
難
に
協
力
く
だ
さ
い

注目
topic

１
次
避
難
所

１
次
避
難
所

　

避
難
所
開
設
の
際
は
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※�

避
難
所
は
居
住
地
区
に
関
わ
ら
ず
、
ど

こ
で
も
利
用
で
き
ま
す

◉
地
区
・
避
難
所
名

姫
城
地
区

都
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
※

明
道
小
学
校
体
育
館

小
松
原
地
区

大
王
小
学
校
体
育
館

妻
ケ
丘
地
区

東
小
学
校
体
育
館

祝
吉
地
区

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

祝
吉
地
区
公
民
館
※

祝
吉
小
学
校
体
育
館

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館

五
十
市
地
区

五
十
市
地
区
公
民
館
※

長
寿
館

今
町
地
区
多
目
的
研
修
館

横
市
地
区

西
小
学
校
体
育
館

勤
労
身
体
障
害
者
教
養
文
化
体
育
施
設
※

沖
水
地
区

沖
水
地
区
公
民
館
※

沖
水
中
学
校
体
育
館

志
和
池
地
区

志
和
池
地
区
公
民
館
※

庄
内
地
区

庄
内
地
区
公
民
館
※

乙
房
小
学
校
体
育
館

西
岳
地
区

西
岳
小
中
学
校
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
※

夏
尾
中
学
校
体
育
館

中
郷
地
区

中
郷
地
区
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
※

梅
北
小
学
校
体
育
館

山
之
口
地
区

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
館
※

人
形
の
館

高
城
地
区

高
城
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
※

高
城
地
区
公
民
館
四
家
分
館

山
田
地
区

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
け
ね
じ
ゅ
苑
」
※

山
田
体
育
館

高
崎
地
区

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
※

縄
瀬
多
目
的
集
会
所

笛
水
小
中
学
校
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

※�

車
椅
子
利
用
者
や
妊
婦
な
ど
を
優
先
し

て
受
け
入
れ
る
避
難
所

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
の
ル
ー
ル

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
の
ル
ー
ル

　

避
難
所
で
は
、
受
け
付
け
時
の
体
温
測

定
や
避
難
者
カ
ー
ド
の
記
入
、
屋
内
型
簡

易
テ
ン
ト
の
適
切
な
設
置
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
な
ど
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
】

　

マ
ス
ク
や
体
温
計
を
準
備
し
、
体
調
の

管
理
を
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
、
照
明
ス
イ
ッ

チ
、
水
洗
ト
イ
レ
の
レ
バ
ー
な
ど
共
有
で

使
用
す
る
も
の
を
触
っ
た
後
は
、
必
ず
、

手
洗
い
や
手
指
消
毒
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
時
の
連
絡
先

い
ざ
と
い
う
時
の
連
絡
先

緊
急
時
の
消
防
・
救
急

☎
１
１
９

緊
急
時
の
警
察

☎
１
１
０

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
７
１

避
難
所

危
機
管
理
課　
☎
23

−

２
１
２
９

避
難
行
動
要
支
援
者

福
祉
課　
☎
23

−

２
９
８
０

水
道
の
断
水

上
下
水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
23

−

４
５
１
０

道
路
の
被
害
、
側
溝
・
排
水
路
な
ど
の
氾

濫維
持
管
理
課　
☎
23

−

２
７
５
２

田
畑
の
土
砂
崩
れ

農
村
整
備
課　
☎
23

−

２
９
８
１

浸
水
家
屋
の
消
毒

環
境
政
策
課　
☎
23

−

２
１
３
０

そ
の
他
（
災
害
全
般
、
災
害
救
助
資
金
融

資
制
度
、
り
災
証
明
な
ど
）

危
機
管
理
課　
☎
23

−

２
１
２
９

停
電
な
ど

㈱
九
州
電
力
送
配
電
都
城
営
業
所

☎
０
１
２
０

−

９
８
６

−

７
０
５

※�

九
州
電
力
携
帯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
も
利

用
く
だ
さ
い

　

災
害
時
に
は
、
土
砂
災
害
が
警
戒
さ

れ
る
区
域
や
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域

な
ど
、
危
険
な
場
所
に
住
ん
で
い
る
人

は
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
安
全
な
場
所
に
い
る
人
ま

で
必
ず
し
も
避
難
場
所
に
行
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
避
難
先
は
、
市

が
指
定
す
る
避
難
所
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
３
密
を
避
け
、
親
戚
や
知
人
宅

に
避
難
す
る
な
ど
、「
分
散
避
難
」
も

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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